
き
た
る
４
月

日(
月
）
・

日(

火
）
、
布

24

25

教
使
さ
ん
に
廣
陵
兼
純
先
生(
輪
島
市
門
前
）

ひ
ろ
お
か

を
お
迎
え
し
、
蓮
如
忌
を
お
勤
め
し
ま
す
。

廣
陵
先
生
は
、
前
回
お
い
で
た
と
き
、
こ

れ
で
最
後
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
の
で
す
が
、

今
回
特
別
に
ご
講
師
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

廣
陵
先
生
は
、
節
談
説
教
の
第
一
人
者
で
、

ふ
し
だ
ん
せ
つ
き
よ
う

能
登
節
の
伝
承
者
で
す
。

節
談
説
教
と
は
、
こ
と

ば
に
節
（
抑
揚
）
を
つ
け
、

洗
練
さ
れ
た
声
と
ゼ
ス
チ

ャ
ー
で
聞
く
人
の
感
覚
に

訴
え
る
詩
的
、
劇
的
な
「
情

念
」
の
説
教
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

特
に
「
聞
法
」
を
大
切

に
す
る
浄
土
真
宗
で
は
、
高
度
な
話
芸
と
し

て
発
展
し
、
す
ぐ
れ
た
説
教
者
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。

廣
陵
先
生
も
そ
の
一
人
で
、
努
力
と
研
鑽

け
ん

さ
ん

を
重
ね
、
涙
と
笑
い
で
長
い
間
、
親
鸞
聖
人

西
光
寺
蓮
如
忌
・へ
ん
じ
ゃ
参
り
が

や
っ
て
く
る

春
季
彼
岸
会
３
月

日
（
火
）
午
後
二
時

21

廣陵兼純 師

の
教
え
を
語
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
時

に
厳
し
く
、
時
に
優
し
く
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
何
よ
り
、
一
緒
に
お
念
仏
申
し
ま
し

ょ
う
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お
参
り
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。『

蓮
如
忌
』
は
、

本
願
寺
第
八
代
門

主
・
蓮
如
上
人
の

祥
月
命
日
の
法
要

で
す
。
真
宗
大
谷

派
で
は
、
４
月
25

日
を
中
心
に
、
各

地
の
お
寺
さ
ん
で

勤
め
ら
れ
ま
す
。

西
光
寺
で
は
、

「
へ
ん
じ
ゃ
参
り
」

と
称
さ
れ
る
お
参
り
で
す
。

両
日
、
瓶
子
家
で
仏
事
が
営
ま
れ
た
後
、「
へ

ん
じ
ゃ
御
書
様
」
を
、
さ
し
か
け
ら
れ
た
朱

傘
の
も
と
、
瓶
子
家
ご
当
主
が
う
や
う
や
し

く
捧
げ
な
が
ら
大
通
り
を
歩
み
、
西
光
寺
に

移
し
て
蓮
如
忌
法
要
を
行
い
ま
す
。
本
堂
で

の
お
勤
め
の
後
、
ま
た
朱
傘
に
守
ら
れ
て
瓶

子
家
へ
移
動
し
ま
す
。

特
に

日
は
、
正
院
町
雅
楽
会
の
先
導
で
、

25

ご
門
徒
さ
ん
も
行
道
に
参
加
し
ま
す
。

蓮
如
忌
・
へ
ん
じ
ゃ
参
り
と
は

R4 ・ 4/25 御書様お渡り行列

当
日
の
お
勤
め
は
、
近
隣
の
招
待
寺
院
に

よ
る
も
の
で
、
重
々
し
く
荘
厳
な
お
勤
め
で

す
。四

月
二
十
四
日
（
月
）

一
時

御
書
様

瓶
子
さ
ん
宅
出
発

一
時
半

真
宗
宗
歌
（
伴
奏
・大
正
琴
）

お
つ
と
め
・御
書
様
拝
読

法
話

恩
徳
讃
斉
唱
（
伴
奏
・大
正
琴
）

御
書
様
送
り
出
し

四
月
二
十
五
日
（
火
）

十
二
時
半
御
書
様

瓶
子
さ
ん
宅
出
発

＊
正
院
雅
楽
会
の
先
導

一
時

真
宗
宗
歌
斉
唱
（
伴
奏
・大
正
琴
）

お
つ
と
め
・御
書
様
拝
読

法
話

恩
徳
讃
斉
唱
（
伴
奏
・大
正
琴
）

御
書
様
送
り
出
し

◎

お
参
り
の
際
は
お
念
珠
、マ
ス
ク
を
お
忘

れ
な
く
。

◎

受
付
は
、二
日
間
と
も
午
後
か
ら
と
な

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

蓮
如
忌
・へ
ん
じ
ゃ
参
り
の
ご
案
内
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真
宗
大
谷
派

青
龍
山
西
光
寺

珠
洲
市
正
院
町
正
院
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蓮
如
上
人
は
、

お
手
紙
（
お
文
）

ふ
み

を
使
い
分
か
り
や

す
い
言
葉
で
全
国

の
ご
門
徒
さ
ん
に

布
教
伝
道
活
動
を

さ
れ
た
お
方
で

す
。

「
へ
ん
じ
ゃ

御
書
様
」
は
、
文

明

三

年

（1471

年
）
か
ら
五
年
の
間
に
書
か
れ
た
十
八
通
の

お
文
を
、
弟
子
の
下
間
蓮
崇
が
書
写
し
て
冊

し
も
つ
ま
れ
ん
そ
う

子
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

蓮
如
上
人
の
筆
に
よ
る
端
書
（
右
上
写
真
）

に
、
「
于
時
文
明
第
五
九
月
廿
三
日
に
藤
島

鄕
の
内
林
鄕
超
勝
寺
に
お
い
て
、
こ
の
端
書

を
蓮
崇
所
望
の
あ
ひ
だ
、
同
廿
七
日
申
の
剋

に
い
た
り
て
筆
を
そ
め
お
は
り
ぬ
」
と
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
蓮
崇
の
願
い
に
よ
っ
て
、

蓮
如
上
人
が
端
書
や
表
紙
の
文
字
を
書
か

れ
、
本
文
に
つ
い
て
も
数
箇
所
に
訂
正
を
施

し
、
さ
ら
に
新
た
な
「
お
文
」
も
書
き
加
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
「
へ
ん
じ
ゃ
御
書
様
」
を

手
本
に
し
ば
し
ば
「
お
文
」
の
編
集
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
二
百
数
十
通
の
お
手
紙
の
中

へ
ん
じ
ゃ
御
書
様
と
は

へんじゃ御書様 端書

か
ら
八
十
通
を
選
び
五
冊
に
編
集
さ
れ
た
の

が
「
五
帖
御
文
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

ご

じ
よ
う

お

ふ
み

通
称
「
お
文
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
皆

様
の
お
内
仏
に
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。

蓮
如
上
人
が
「
へ
ん
じ
ゃ
御
書
様
」
の
内

容
を
確
認
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
や
蓮

如
上
人
の
自
筆
、
そ
し
て
「
お
文
」
を
冊
子

の
形
で
聖
典
と
し
て
用
い
た
最
初
期
の
例
と

し
て
資
料
的
な
価
値
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
貴

重
で
重
要
な
も
の
で
す
。

か
つ
て
は
正
院
以
外
の
町
か
ら
も
「
へ
ん

じ
ゃ
参
り
」
の
日
を
農
休
み
と
し
、
大
勢
の

方
が
お
参
り
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

六
十
年
前
に
は
、
参
道
に
露
店
が
並
び
、

私
た
ち
子
ど
も
に
と
っ
て
も
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

最
近
は
、
お
参
り
の
方
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
「
御
書
様
」
を
瓶
子
家
の
当
主
が

捧
げ
持
ち
、
道
中
雅
楽
の
先
導
で
西
光
寺
ま

で
進
む
行
列
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
参
り
下
さ
い

ま
す
よ
う
に
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
西
光
寺
護
持
委
員
会
も
昨
年
に

引
き
続
き
、
書
面
で
の
表
決
と
し
ま
し
た
。

２
月

日(

日
）
、
西
光
寺
維
持
費
会
計
・

26

二
〇
二
三
年
度
護
持
委
員
会
報
告

昨
年
度
決
算
と
今
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
書

面
表
決
の
集
計
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

護
持
委
員
会
書
面
表
決
の
結
果
報
告

議
案
１

２
０
２
３
年
度
役
員
（
案
）

議
案
２

２
０
２
２
年
度
維
持
費
会
計
収
支

決
算
報
告

議
案
３

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
報
告

議
案
４

２
０
２
３
年
度
維
持
費
会
計
収
支

予
算
（
案
）

議
案
５

２
０
２
３
年
度
行
事
計
画
（
案
）

◎

議
案
１
か
ら
議
案
５
ま
で
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

◇

決
算
・
予
算
の
詳
細
は
別
紙
を
ご
覧
下

さ
い
。

二
〇
二
三
年
度
西
光
寺
役
員
会
組
織

○
代
表
役
員

禧
美
尚
章

○
責
任
役
員

乙
谷
衞
一
・
新
保
七
郎
・
小
西
堅
正

禧
美
瑠
美
子

○
総

代

道
下
悌
子
・
中
堂
伊
佐
男
・
濱
木
満
喜

桶
田
紘
一
・
濱
田
和
行
・
松
ヶ
瀬
昌
太

○
会

計

道
下
輝
男

○
監

査

森
孝
司
・
乙
脇
善
仁

◆
門
徒
会
長

乙
谷
衞
一

◇
能
登
教
区
第

組
門
徒
会
会
員

10

西
光
寺
代
表

瀬
戸
谷
義
信
・
道
下
悌
子
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◇
今
年
西
光
寺
の
お
世
話
を
い
た
だ
く
護
持

委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

濱
塚
辰
雄
（
飯
田
）

谷

弘
之
（
飯
田
）

山
本
勇
一
（
飯
田
）

平
地
正
昭
（
飯
田
）

平
地

清
（
野
々
江
）

樟

信
夫
（
本
江
寺
）

道
下
秀
治
（
岩
坂
）

宮
崎

茂
（
岩
坂
）

鼠
田
弥
義
（
岩
坂
）

奥

敏
彦
（
飯
塚
）

井
高
茂
樹
（
飯
塚
）

瀬
名
俊
司
（
飯
塚
）

足
袋
抜
重
作
（
飯
塚
）

川
高
晋
次
（
飯
塚
）

新
出
武
玄
（
岡
田
）

林

進
一
（
東
山
中
）

北
山
道
弘(

東
山
中
）

大
野
長
一
郎(

東
山
中)

蒲
池
幸
吉
（
唐
笠
）

岡
田

直
（
立
町
）

村
元
優
文
（
立
町
）

森

孝
司
（
三
社
口
）

道
下
照
王
（
西
浜
）

大
鍛
冶
茂
信
（
神
明
町
）

奥
野
昭
雄
（
八
幡
町
）

新
出
定
男
（
八
幡
町
）

辻

雅
和
（
大
町
）

安
宅
一
男
（
東
浜
）

安
井
久
良
（
東
浜
）

岸
田

隆
（
今
町
）

畠
中
政
一
（
今
町
）

柳

准
三
（
御
城
）

真
田
良
一
（
寺
丸
）

新
明
あ
や
子
（
小
路
）

新
保
日
出
夫
（
八
軒
町
）
藤
田
隆
二
（
前
浜
）

明
星
加
守
暢
（
黒
滝
）

向

和
年
（
狩
的
）

濱
田
和
行
（
蛸
島
）

白
潟
輝
男
（
粟
津
）

２
月

日
（
日
）
か
ら

日
（
火
）
の
三

26

28

日
間
に
渡
っ
て
春
勧
化
を
勤
め
ま
し
た
。
布

教
使
さ
ん
は
、
富
山
県
南
砺
市
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
馬
川
透
先
生
に
お
願
い
し
ま
し

春
勧
化
（
は
る
が
ん
け
）
勤
ま
る

２
／

～
26

28

た
。馬

川
先
生
の

お
話
は
、
大
変

わ

か

り

や

す

く
、
あ
っ
と
い

う
間
に
法
話
の

時
間
が
終
わ
り

ま
し
た
。

春
勧
化
最
終

日

日
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

28
『
お
講
始
め
』
を

久
し
ぶ
り
に
行
い

ま
し
た
。
お
参
り

の
皆
さ
ん
と
美
味

し
い
精
進
料
理
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

３
月

日
（
火
）
、

21

春
の
彼
岸
会
を
つ
と

め
ま
し
た
。
本
堂
で

み
な
さ
ん
と
一
緒
に

「
正
信
偈
」
を
唱
和

し
、
そ
の
後
、
住
職

の
法
話
を
聴
聞
し
ま

し
た
。

春
の
彼
岸
会
勤
ま
る

３
／
21

2/28 お講始め

春勧化 お参りの皆様

春の彼岸会 法話

４
月
８
日
（
土
）
に
今
年
第
一
回
目
の
法

和
会
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
正
信
偈
の

お
勤
め
を
し
た
後
、
住
職
が
法
話
を
行
い
ま

し
た
。月

ま
で
毎
月
８
日
に
法
和
会
を
開
き
ま

10
す
。
聞
法
の
会
で
す
の
で
、
中
心
は
仏
法
を

も

ん
ぽ
う

聞
く
こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
の
他
に
、
正
信

偈
を
練
習
し
た
り
、
童
謡
や
仏
教
歌
・
歌
謡

曲
を
歌
っ
た
り
、
楽
し
い
こ
と
も
盛
り
沢
山
。

西
光
寺
で
は
お
参
り
す
る
人
が
だ
ん
だ
ん

と
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
法
和
会
の
会

員
数
も
年
々
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

法
和
会
で
は
、
た
だ
い
ま
新
規
会
員
募
集

中
で
す
。
会
費
は
年
間
二
千
円
で
す
。

ま
ず
は
、
体
験
。
お
寺
に
参
っ
て
、
お
念

仏
の
い
わ
れ
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

維
持
費
は
、
前
年
度
と
同
額
の
四
、〇
〇
〇

円
で
す
。
ま
た
、
地
震
被
害
修
繕
費
（
二
回

目
）
は
、
二
、〇
〇
〇
円

で
す
。

合
わ
せ
て
六
、〇
〇
〇
円
を
六
月
に
集
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
か
と
大
変
か
と
思

い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法
話
会

今
年
度
第
一
回
開
か
れ
る
!!

た
だ
い
ま
新
規
会
員
募
集
中

維
持
費
並
び
地
震
被
害
修
繕
費
に
つ
い
て

西
光
寺
護
持
委
員
会
よ
り
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親
鸞
聖
人

御
誕
生
八
五

〇
年
・
立
教

開
宗
八
〇
〇

年
慶
讃
法
要

に
、
ご
門
徒

の
皆
さ
ま
と

ご
一
緒
に
参

拝
し
て
参
り

ま
し
た
。

４
月

日
15

よ
り

日
ま
で
、
一
泊
二
日
の
能
登
教
区
第

16

十
組
団
体
参
拝
に
、
西
光
寺
よ
り
八
名
の
ご

門
徒
さ
ん
と
住
職
・
坊
守
の
計
十
名
で
参
加

し
ま
し
た
。
珠
洲
市
と
能
登
町
（
旧
珠
洲
郡
）

の
真
宗
大
谷
派
ご
門
徒
さ
ん
総
勢
７
０
名
で

お
参
り
し
ま
し
た
。

日
は
、
京
都
・
南
座
で
、

15
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・

立
教
開
宗
八
〇
〇
年

慶
讃
法

要
記
念
「
若
き
日
の
親
鸞
」
を

観
劇
し
ま
し
た
。

日
は
、
阿
弥
陀
堂
で
の
音

16
楽
法
要
参
拝
。
音
楽
法
要
は
、
ふ
だ
ん
聞
き

慣
れ
て
い
る
お
勤
め
と
は
違
い
、
す
べ
て
西

洋
音
楽
の
音
の
表
現
に
よ
る
法
要
の
形
式
で

す
。
「
正
信
偈
」
も
「
和
訳
正
信
偈
」
を
使
い

東本願寺御影堂をバックに記念写真

本
山
の
慶
参
法
要
に
参
拝
し
ま
し
た
！

ま
し
た
。
和
訳
正
信
偈

は
、
東
本
願
寺
や
西
本

願
寺
な
ど
真
宗
十
派
の

共
通
勤
行
で
す
。
正
信

偈
の
和
訳
に
メ
ロ
デ
ィ

が
つ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
で
、
一
生
懸
命
に

唱
和
し
ま
し
た
。

本
山
の
大
き
な
法
要

に
お
参
り
さ
せ
て
い
た

だ
く
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
と
本
当
に
有
り

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
参
加
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
お
帰
り
い
た

だ
け
た
こ
と
が
、
住
職
に
と
っ
て

何
よ
り
の

ご
褒
美
で
し
た
。

昨
年
度
の
決
算
報
告
は
、
６
月
の
墓
地

管
理
費
集
金
時
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

墓
地
清
掃
は
、
６
月
と
８
月
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
す
る
予
定
で
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
令
和
５
年
度
寺
だ
よ
り

二
月
号
掲
載
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

年
回
法
要
の
案
内
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
訂
正
箇
所
は

次
の
通
り
で
す
。

誤

三
回
忌

令
和
５
年

正

三
回
忌

令
和
３
年

墓
地
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

＝
編
集
後
記
＝

も
う
四
月
？

ま
だ
四
月
？

新
し
い
年
を
迎
え
、
ま
た
歳
を
重
ね
た
な

と
思
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
一
月
も
い
つ

の
ま
に
か
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二

月
・
三
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
四
月

と
な
り
ま
し
た
。

よ
く
使
う
表
現
で
す
が
、『
も
う
四
月
？
』

と
表
し
た
時
に
は
、
過
去
を
思
い
何
か
足
り

な
い
と
感
じ
、『
ま
だ
四
月
？
』
と
表
し
た
時

に
は
未
来
を
思
い
何
か
足
り
な
い
と
思
い
な

が
ら
使
い
分
け
て
る
私
が
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
ま
さ
に
生
き
て
い
る
『
今
』
が

抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。

過
去
を
振
り
返
り
反
省
す
る
こ
と
も
、
未

来
を
思
い
希
望
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
す
が
、『
今
』
が
あ
る
か
ら
こ
そ
思
え
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
釈
迦
さ
ま
は
、「
人
間
に
生
ま
る
る
こ
と

難
し
、
や
が
て
死
す
べ
き
も
の
の
い
ま
生
命

あ
る
は
有
難
し
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

仏
教
は
「
今
を
生
き
る
」
教
え
で
す
。

限
り
あ
る
い
の
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
終

わ
る
か
わ
か
ら
な
い
い
の
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

本
当
に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

に
出
会
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
こ
と
で
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏

東本願寺阿弥陀堂にて


